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「生きる」を変える、携帯端末と視覚リハ事情（2）

氏間　和仁（広島大学大学院教育学研究科）

授業で iPad を利用している愛媛県在住
のロービジョン（以下、LV）の高校生に
FaceTime を用いて、利用の様子を話しても
らった。教科書や資料を PDF にして iPad に
保存し、授業中に活用している様子が紹介され
た。このように、現在、iPad は着実に LV 者
の視覚補助具の一役を担い、活用が広がってい
る。
前掲の通り、現在、iPad の視覚障害教育で
の利用は着実に広まっている１）２）。パソコン
をＬＶ者の読書ツールとして生かそうという
取り組みは 20 年ほど前から試みられてきた。
佐藤・中野３）は、LV児童の視覚特性に応じた
読書ツールをMS-DOS 機で開発し、文字サイ
ズ、配色、書体、行間隔などの読みやすさに影
響を与える変数を調整して表示できるリーダー
を開発し、児童の読書意欲の向上を確認した。
LV の視機能に応じた表示を手軽に作り出す、
HTML ビューアを完成させ、平常の授業で利
用をはじめたのが2000年であった４）。これは、
LV者の視覚特性に応じたスタイルシートを作
成し、個別に表示情報を設定して映し出すた
め、多くの LV者の学習を支えることができた。
しかし、当時は、ブラウン管のモニターに一抱
えほどのパソコンがハードウェアの主流であ
り、晴眼者が自分の読みたい場所でくつろいで
読書をする光景とは、まるで異なっていた。そ
こで、WindowsCE を搭載した携帯情報端末に
HTML ビューアを搭載し、LV者の読書環境の
改善を目指した５）。しかし、当時の液晶の品質
や、ソフトウェア的制約から、マイルドな LV
がその恩恵を受けるに過ぎなかった。その後、
WindowsXP を搭載したタブレットパソコンが
登場し、HTML ビューアを搭載して LV者の教
材のリーダーとして活用した時期もあった。こ
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のように、LV者用の視覚特性に応じた表示機
能を持ったリーダーの開発や、タブレット端末
への強い思いは脈々と受け継がれてきたので
ある。そんななか、登場したのが iPad（Apple
製）であった。長年、このような研究や実践を
続けてきた立場からすると、これまでの夢が実
現する機械がようやく登場したといった感覚で
ある。単にリーダーとしてだけでなく、その拡
張性や、誰もが使える事を目指したアクセシビ
リティ機能、多くの人が魅力を感じるエンゲー
ジングさなどが、この一台に凝縮されていると
考えられる。
視覚補償法には、相対サイズ拡大の拡大教科

書等、相対距離拡大の拡大鏡、角度拡大の単眼
鏡、電子的拡大の拡大読書器や拡大パソコン等
をあげることができる６）。iPad はこれらの視
覚補償法では実現できないニーズを叶えてくれ
る。例えば、拡大教科書と異なり読書中にルビ
を大きくしたいときにピンチアウトで大きくで
きる、弱視レンズと異なり大きな視界で大きく
して見ることができる、写真で保存でき、さら
にそれを拡大して確認できる、パソコンと異な
り起動は起動操作から１秒以内に完了し、拡大
読書器と異なりアプリや外部機器により機能を
追加できるといったニーズをこの１台が叶えて
くれる。しかし、iPad を手にすれば、これま
での視覚補償法が不要になるわけではない。視
覚補償法と iPad を、目的に応じて使い分けた
り、併用したりする目的志向のアプローチが重
要となる。また、世の中にはタブレット端末は
多く存在するが、拡大したいところを即座に大
きくしたり、倍率を変えたり、まぶしいと感じ
たら配色を瞬時に反転したり、別のソフトを導
入しなくても音声読み上げできたりといった、
アクセシビリティ機能の高さは、現在のところ、
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iPad 等の iDevices が抜きん出ている。
例えば、標準のカメラアプリを使うと、文字
を読んだり書いたりするといった拡大読書器の
ような使い方ができる（図 1）。その他にも、
細かな目盛りを大きくして見ることができた
り、爪を切ったり、美術の授業では彫刻刀で版
画を作っている事例もある。理科では、顕微鏡
の接眼レンズの視界を画面全体に拡大して見る
ことができたり（図2）、コントラストが低い
映像のコントラストを大きくしたりして映した
り、実に様々な応用が可能である１）。
私を含めた 3人の LV の大人で広島平和公
園と資料館へ行ったことがある。もちろん、
iPad を持って見学した。iPad を利用すること
で、窓ガラスの向こう側にある展示物をその場
で拡大して確認できたり、コントラストの小さ
い人影のコントラストを大きくしたりして、影
をくっきりと浮き上がらせて見ることができた
（図3）。参加者からは、「先日、iPad で遠くの
物を写真を撮って大きくしたり、体験しました
が、その鮮明な画像にびっくりでした。考える

と普段の生活で、どうせ見えないから……と無
意識にあきらめていたことが多かったなと。操
作が簡単なこと、また補助具でなく誰もが使う
ような物で、見えにくさをサポート出来る点が
いいなぁと思います。」とか、「資料館や博物
館は、スルーするのが日常でした（笑）。見え
る喜びを感じました！ありがとうございまし
た！！」といったポジティブな感想が寄せら
れた。このように、LV者は普段の生活の中で、
無意識的に見る事をあきらめていることが多い
ようであるが、LV者と視対象の間に、iPad の
ようなエンゲージングな機械が介在すること
で、「見える」ことに喜びを感じることができ
た事例ではないかと考えられる。
多機能機である iPad を有効に利用するため

には、使用目的を明確にすることが大切のよう
だ。当事者の見え方から生じるニーズを見極め、
これまでの視覚補償法と合わせて、iPad も選
択肢に加えて検討することが、これからの視覚
リハを担う者の一つの役割になってくると考え
られる。

図２　�顕微鏡の視界を拡大図１　�拡大読書器としての利用

図３　�iPad でガラスの向こうの資料を見ている様子
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